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研究成果の概要（和文）：本研究は、増加している専門職種非正規職労働者が正規職労働者たちのストライキに
見せた態度と行動を、階級的連帯と職種的連帯という二つの概念の関係づけを通じて理論化しようと試みた。こ
のため、韓国の公共放送２社で働く正規職ジャーナリストらが０８年以降、大小の抵抗から１２年、言論大スト
を行う過程を分析範囲とし、両非正規職制作スタッフである独立報道と時事教養作家らが正規職ストに示した反
応を分析した。分析結果は、特殊雇用の制作人材が職種に関係なく、正規職メディアに対して階級的な異質感を
感じていることを示した。一方、職種的価値共有に基づく正規職に対する認識は、二つの特殊雇用職種集団の間
で異なっている。

研究成果の概要（英文）：This project examined the case of a joint strike at two public broadcasters 
in Korea in 2012. Tracing the process since 2008 by which a conservative government has tried to 
control the press and regular journalists have collectively resisted against it, I put my analytical
 focus on two major groups of non-regular broadcast professionals: independent producers and 
writers. Independent producers, who had developed a strong class-based rationality in response to 
the coercive input-output control, showed cynicism about regular journalists’ strike pointing out 
their hypocrisy and contradiction. In contrast, freelance writers accommodated and joined the strike
 by regular workers in the spirit of solidarity based on occupational rationality which had 
developed from normative, process control.

研究分野：雇用関係、人的資源管理
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研究成果の学術的意義や社会的意義
組織の専門性と創意性を高めるとともに、柔軟性を確保するためフリーランス契約を好む企業数が増加してい
る。  正規職労働者とフリーランス労働者の間の垂直上下関係は、組織内の葛藤を増加させ、効果的な協業を阻
害する可能性が高い。  労働者が契約形態は違っても、職種的連帯に基づいた水平的協業ができる制度的環境づ
くりが重要だ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 
過去 20~30 年間、事業主の非正規職労働者の雇用は増加を続けてきた。 このため、非正規雇用
が労働者の心理や行動に及ぼす影響については、多くの先行研究があった。 しかし、非正規雇
用によって組織内に起こりうる葛藤の様相と、非正規雇用労働者が作業場で声を出せる経路に
関する研究は、依然として不足しているのが現状だ。 
 
 
２．研究の目的 
 
先行研究者らが残した空白を埋めるための本研究は、次の三つの研究質問について調査した。 

A. 非正規雇用労働者(特にフリーランス労働者)はどのように正規雇用労働者との関係を
形成するのか。 
先行研究はパートタイム、短期間臨時職、派遣勤務など多様な形態の非正規職契約の形
態にスポットライトを当てたが、急速に増加している特殊雇用労働者(または従属的自
営業者)に関する研究は多くなかった。 このような新しいタイプの労働者は、公式には
フリーランスで契約をして仕事をするため、労働者としての法的保護を受けることがで
きず、正規職労働者とも非公式な関係を結ぶ。 本研究は、そのような正規職と特殊雇用
労働者間の関係が業務成果などにどのような影響を及ぼすのかを考えることを目的と
した。 
 

B. 従属的なフリーランスのタイプに属する非正規労働者は、自分たちの労働条件を改善
するためにどのように声を出し、自らを組織化するのか。 
従属的自営業者という契約形態は従属的勤労契約と独立的な商業契約の間の中間的な
特性を持っている。 本研究は、このような契約形態の特性が労働者が作業場で個人レ
ベルのまたは集団レベルの声を出すのにどのような影響を及ぼすのか分析することを
目標とした。 
 

C. 正規職労働者は非正規職労働者の個人的または集団的声にどう反応するのか。 
フリーランスの労働者が組織にもたらす専門性と多様な意見は、正規職労働者の生産
性と学習を高めることができる。 逆に、専門性は正規労働者の地位と安全性に脅威と
なる可能性がある。後者の場合、両集団の労働者の間に対立が生じ、組織の成果にも否
定的な影響を及ぼすことになる。 本研究は両集団の労働者が効果的に協業できる条件
を探索することを目指す。 

 
 
３．研究の方法 
 
2018 年には放送産業の様々な職種に属する 60 人余りのフリーランス労働者と面接調査を実施
した。 2019 年には韓国の公共放送局の一つである TBS で大規模なアンケート調査を実施した。 
TBS はフリーランスの労働者の比率が最も高い放送局であるため、本研究の目標を達成するため
の理想的な研究ルートを提供した。 フリーランスの労働者だけでなく、正規職の労働者もアン
ケートに含めることで、二つの集団の間のお互いの見方を把握しようとした。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究は新しい非正規雇用形態である従属的自営労働を調べたという点で非正規雇用に対する
先行研究と差別化する。 特に、最近社会的な話題となっているプラットフォーム労働者も、そ
の大半を従属的自営労働者に分類できるという点で、プラットフォーム労働の属性を理解する
上でも寄与する。 
 
本研究結果を踏まえ、海外の学術誌に複数の論文を登載することができた。本研究の成果を国際
学会を通じて共有することにより、東アジアの非正規雇用研究者ネットワークの一員となる機
会を得ることができた。 特に 2018秋には韓国の研究機関と連携し、埼玉大学で非正規雇用をテ
ーマにした学術大会を組織した。その後も日本、韓国、中国で現れている非正規職雇用の共通点



と相違点を外国の研究者らと議論し続けている。  
 
このような脈絡で、今後の研究方向は非正規職労働に対する国際比較研究として企画されてい
る。 特に、技術の発展によりプラットフォーム労働が広がり、労働に対する概念を変えつつあ
る中で、各国ごとに異なる制度的要因によってプラットフォーム労働の様相がどのように現れ
ているのか研究することが必要であろう。 
 
また、COVID-19事態により非正規雇用労働者の保護が必要だという声が高まる中、非正規雇用
労働者の安全網を拡充するために展開している各国の政策を比較する研究が必要な時期である。 
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